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かわまちづくり事例紹介 

 

 

１． 早明浦ダム周辺地区かわまちづくり 

高知県本山町、土佐町、大川村 

出典：吉野川ダム統合管理事務所 HP 

 

２． 波川地区かわまちづくり 

高知県いの町 

出典：高知河川国道事務所 HP 

 

 

３． 令和３，４年度かわまち大賞 

令和３年度大賞 閖上地区かわまちづくり 

        大阪市かわまちづくり 

令和４年度大賞 盛岡地区かわまちづくり 

        石巻地区かわまちづくり 

出典：国土交通省水管理・国土保全局河川環境課 HP 

 





「早明浦ダム周辺地区かわまちづくり」（高知県本山町、土佐町、大川村）
さ め う ら

１．概要
早明浦ダム周辺地域に位置する本山町、土佐町、大川村における振興計画では、さめうら湖や吉野川等の水辺を

活用、拠点化することによる観光振興、地域間交流、地域活性化等を重要な施策として位置づけ、様々な取組が行
われています。

この取組みを充実させるため、本計画では、湖、川、村、森、道の５つの駅を拠点とした早明浦ダム周辺地域をつな
ぐかわまちづくりをコンセプトに、ダム周辺の豊かな自然資源を有効活用し、水源地域と受益地域の交流促進に資する
水辺整備を２町１村と連携して実施し、地域全体の活性化に取り組んでいきます

国土交通省では、この取組に対し、必要な河川管理施設を整備するほか、河川空間において営利活動を実施する
場合には、河川敷地占用許可準則22条に基づく、都市・地域再生等利用区域の指定等の支援を実施していきます。

もとやまちょう

対象河川 ： 一級河川 吉野川水系吉野川 【国管理河川】

市町村名 ： 高知県本山町、土佐町、大川村

推進主体 ： 高知県本山町、土佐町、大川村

よしのがわ

もとやまちょう

２．ハード施策の内容
国土交通省：湖岸施設（管理道・階段）の整備

高水敷整備、親水護岸整備、スロープ整備 等

３．ソフト施策の内容
国土交通省：情報誌を活用した河川利用者への情報発信 等

と さ ち ょ う おおかわむら

よしのがわ

とさち ょ う おおかわむら

位置図

もとやまちょう と さち ょ う おおかわむら

しゅうへんちく

本山町：帰全山公園の再整備、スロープ整備 等
土佐町：修景植栽、森林公園の再整備 等
大川村：修景植栽、眺望テラス整備 等

本山町：カヌー練習場として合宿等の誘致 等
土佐町：SUP・カヌー体験などのアクティビティ運営 等
大川村：白滝の里と連携した山・湖イベントの開催 等

※「かわまちづくり」・・・河川空間とまちの空間の融合が図られた、良好な空間形成を目指す取り組みです。

※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を変更する場合があります。

1



2



河川敷駐車場（拡張）

林間広場

エントランス広場

芝生広場

歩行者用通路

散策路 親水（階段）護岸

盛土（車両回転場）

樹木伐採（間伐）

トイレ

国土交通省 ： 親水（階段）護岸整備・車両回転場整備 等
い の 町 ： 河川敷駐車場整備、樹木伐採（間伐）、木漏れ日公園整備 等

「波川地区かわまちづくり」（高知県いの町）
は か わ ち ょ う

対象河川 ： 一級河川 仁淀川水系仁淀川 【国管理河川】

市町村名 ： 高知県いの町

推進主体 ： いの町

１．概要
いの町には、「仁淀ブルー」で全国的に有名になった「奇跡の清流 仁淀川」が流れ、キャンプ場やカヌーなどの様々

な水辺の観光資源があります。また、土佐和紙発祥の地でもあり、「いの町紙の博物館」・「土佐和紙工芸村」などの観
光施設や土佐和紙で作られた鯉のぼりを清流仁淀川で泳がすなどのイベントも行われています。また令和3年12月に
全線開通した高知西バイパスなどの交通結節点をつなぐ動線の確保とそれに伴う水辺利用の向上に取り組むことで、
賑わい創出を図り、観光拠点の中心となるまちづくりを目指しています。

この取り組みを充実させるため、本計画では、憩いの場所や駐車場などを整備し、集客数向上を推進します。また、

「 MIZBERING NIYODOGAWA INOTOWN」や上下流域にある観光施設と連携し、地域住民の参画を促し、水辺の多様
な利用による賑わい創出にも取り組んでいきます。

国土交通省では、この取組に対し、必要な河川管理施設を整備するほか、河川空間において営業活動を実施する場
合には、河川敷地占用許可準則22条に基づく、都市・地域再生等利用区域の指定等の支援を実施していきます。

２．ハード施策の内容

によどがわ

こうちけん

ち ょ う

いの町

仁淀川

※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を変更する場合があります。

３．ソフト施策の内容
国土交通省 ： 都市・地域再生等利用区域の指定 等 いの町 ： 河川空間の民間開放に向けた連携

こ う ち け ん

によどがわ

ちょう

N位置図

赤：国整備

青：町整備

木漏れ日公園整備イメージ

BBQ・親水護岸マルシェ

整備イメージ

上空図
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閖上地区かわまちづくり
【 題 名 】 名 取 川 と と も に 復 興 し 、 新 た な 賑 わ い を 生 み 出 し た ま ち  閖 上

【 河 川 】 名 取 川 水 系 ・ 名 取 川 （ 一 級 河 川 ）

か わ ま ち づ く り の 特 長

評 価 の ポ イ ン ト

体 制

管理運営体制図

効 果

問合せ先：名取市商工観光課

TEL：022-724-7149　　E-Ma i l ：syousu i@c i t y . na to r i .m iyag i . j p

別紙①　受賞箇所の取組及び評価

• 推進主体：名取市水辺を活かしたまちづくり検討会

「かわまちてらす閖上」の来客者数の推移

ゆ り あ げ ち く

• 閖上地区は、震災で甚大な被害を受けたが、かわまちづくりの取

組などにより居住人口が増え、商業施設の整備・運営により主体

性を持って地域を盛り上げようとしている点は高く評価できる。ま

た、社会実験中の舟運事業が定着すれば、新たな観光事業の一

つの機運になる。

• 河川とまち・運河・港が連携し、復興事業の中で拠点整備と河川

整備を上手く組み合わせた点は高く評価できる。また、この地区

を地域の拠点として育てて行こうという発想は災害復興・継承の

観点から高く評価できる。

令 和 ３ 年 度  か わ ま ち 大 賞

• 閖上地区は、河川堤防と同じ高さに整備した側帯上に、被災事業

者が中心となって設立したまちづくり会社が商業施設を建設・運

営しており、地域の賑わいの拠点となっている。

• まちづくり会社が主体となり、定期的にイベントを開催するとともに、

行政以外にも様々な関係主体が関わって情報を共有し、WEBや

SNS等で情報を発信している。

• 都市・地域再生等利用区域を指定し、商業施設とともに、舟運事

業、河川防災ステーションや震災復興伝承事業館の整備等を実

施し、官民連携で賑わい創出・防災性向上に取り組む。

197,578 

241,562 

140,000 

160,000 

180,000 

200,000 

220,000 

240,000 

260,000 

Ｒ１年度 Ｒ２年度

160,321 

167,739 

140,000 
145,000 
150,000 
155,000 
160,000 
165,000 
170,000 
175,000 
180,000 

Ｒ１年度 Ｒ２年度

1.22倍 1.05倍

来客数の推移（人）

夏期（6～10月の合計） 冬期（11～3月の合計）
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大阪市かわまちづくり

か わ ま ち づ く り の 特 長

評 価 の ポ イ ン ト

体 制

効 果
管理運営体制図

• 行政間の連携だけでなく、民間等による沿川地域の開発と連携し

た一体的な水辺遊歩道や橋梁、船着場等を整備することで個性的

な水辺空間を創造している。

• 都市・地域再生等利用区域の指定により、公募で選定した民間事

業者が包括的に占用しており、賑わい創出のために民間企業の

ネットワークや情報発信手法を駆使して、多様なイベント等を実施

している。

• 学識・沿川地元代表者・行政からなる検討会において、地域住民

や各種団体等の意見聴取を行い合意形成を図りながら、活動を

行っている。

問合せ先：大阪市建設局企画部河川課

TEL：06-6615-6839　　E-Ma i l ： la0028@c i ty . osaka . l g . j p

• 道頓堀川は、全国に先駆けて先進的な規制緩和のスキームを使

い、遊歩道を作って人の流れを変えたり、水辺空間や周辺の建築

物を甦らせたり、舟運を実施してまちの中の水辺の価値向上を

図ってきた。その活動実績は高く評価できる。

• 乗船している人と橋の上にいる人が互いに手を振り合うフレンド

リーな光景や、川沿いのお店の雰囲気や看板・垂れ幕など、大阪

らしい賑やかな雰囲気の醸成に貢献しており、高く評価できる。

• 推 進 主 体 ：大 阪 市 、 南 海 電 気 鉄 道 株 式 会 社 、 道 頓 堀 川

水辺空間利活用検討会

お お さ か し

イベント実施件数　　　　　　　オープンカフェ設置件数

別紙①　受賞箇所の取組及び評価
令 和 ３ 年 度  か わ ま ち 大 賞

【 題 名 】 「 水 の 都 ・ 大 阪 」 に お け る 道 頓 堀 川 の 水 辺 整 備 と 水 辺 空 間 利 活 用 の 制 度 要 望 、 公

民 連 携 の 多 様 な 賑 わ い づ く り に よ る 、 か わ と ま ち が 一 体 と な っ た 魅 力 的 な 水 辺 空 間 の 創

出

【 河 川 】 淀 川 水 系 ・ 道 頓 堀 川 （ 一 級 河 川 ）

道頓堀川水辺空間利活用検討会

使用者
占用
主体

河川
管理者

公民連携民 公

民間事業者

連携

・学識
・地域
・行政
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•

•

•

•

•

•

かわまちづくり懇談会（市民活動関係者・学識経験者・行政機関） H21発足

かわまちづくり勉強会（市民活動関係者・専門家・市民・行政機関）H23発足

報告助言

主な活動

1回/年

1-2回/年

舟 運
（商店街・町内会等地元団体）

木伏緑地事業
（Park-PFI事業者・市）

河川と一体となった
公共空間の整備・
活用(イベント・キャ

ンプ等)

舟運

木伏緑地と連携
したイベント

ミズベリング中津川
（沿川住民・勉強会メンバー・

専門家）

サケ物語作成WS等
（地域住民・勉強会メンバー等）

サケのぼり

水辺の花見

中津川
サケ物語

水辺のほとりの
映画会

報告助言
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•
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